
（7）館林市議会だより　　　（ 26. 8. 1 ）

答

市
民
負
担
の
軽
減
等
に

向
け
、
保
有
地
の
有
効
活
用
や

売
却
処
分
を
推
進
す
る
た
め
の

公
社
保
有
地
有
効
活
用
検
討
委

員
会
を
庁
内
に
設
置
し
、
有
効

活
用
の
方
針
な
ど
を
取
り
ま
と

め
、
旧
公
社
の
清
算
結
了
報
告

の
機
会
に
合
わ
せ
て
説
明
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
望
負
の
遺
産
の
早
期
解
消

を
目
指
し
、
清
算
人
会
議
を
定

期
開
催
し
て
、
市
民
の
皆
様
に

随
時
報
告
で
き
る
よ
う
希
望
い

た
し
ま
す
。

つ
つ
じ
が
岡
公
園
の
未
来
像
は

質
問
将
来
、
通
年
有
料
化
の

考
え
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

公
園
の
運
営
上
、
通
年

有
料
化
は
大
変
有
効
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
り
、
今

後
十
分
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
温
室
の
跡
地
に
建
設
予

定
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
や
映
像
施

設
へ
の
誘
客
対
策
と
し
て
、
花

だ
け
で
は
な
く
、
遊
具
の
設
置

や
、
城
沼
の
ボ
ー
ト
常
設
コ
ー

ス
の
設
置
等
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

答

有
料
区
域
や
有
料
期
間
、

花
木
植
栽
な
ど
の
修
景
施
設
や

遊
戯
施
設
な
ど
は
ど
う
す
べ
き

か
、
貴
重
な
市
の
財
産
と
な
っ

た
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
今
後
十
分
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て

要
望
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
行

政
の
関
わ
り
方
や
、
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も
手
が
け
る
こ

と
の
で
き
る
ク
ラ
ブ
の
研
究
に

つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

解
散
後
の
取
り
組
み
は

質
問
土
地
開
発
公
社
解
散
後

の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

答

本
年
３
月
31
日
付
で
群

馬
県
知
事
か
ら
解
散
認
可
を
受

け
、
前
橋
地
方
法
務
局
に
法
人

の
解
散
登
記
を
申
請
し
、
４
月

４
日
付
で
解
散
登
記
が
完
了
し

て
お
り
ま
す
。
土
地
開
発
公
社

は
４
月
よ
り
清
算
の
目
的
の
範

囲
内
の
み
で
存
続
す
る
清
算
法

人
と
な
り
、
旧
公
社
の
理
事
全

員
が
清
算
人
に
な
る
と
と
も
に
、

こ
の
業
務
が
完
了
す
る
ま
で
存

続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
問
現
在
、
市
が
保
有
し
て

い
る
土
地
や
旧
公
社
保
有
地
の

処
分
方
針
と
具
体
的
な
計
画
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
重
吉 

議
員

　

土
地
開
発
公
社
解
散
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
　
　

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
高
齢
者
を
支
援
し
、
高
齢

者
も
支
え
手
側
に
回
り
支
援
を

す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
平
成
26
年
３
月
末
日

の
要
支
援
認
定
者
数
は
要
支
援

１
が
３
３
４
人
、
要
支
援
２
が

４
２
６
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

訪
問
介
護
の
利
用
者
は
要
支
援

１
の
方
が
91
人
、
要
支
援
２
の

方
が
１
２
９
人
で
、
合
計
２
２

０
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
通

所
介
護
の
利
用
は
要
支
援
１
の

方
が
96
人
、
要
支
援
２
の
方
が

１
０
９
人
で
、
合
計
２
０
５
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
委
員
会
の
審
議
や
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
各
関
係
者
か
ら

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

認
知
症
施
策
に
つ
い
て

質
問
認
知
症
施
策
推
進
５
か

年
計
画
（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
を

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

計
画
の
な
か
に
あ
る
標

準
的
な
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作

成
・
普
及
に
つ
い
て
は
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
が
認
知
症

と
疑
わ
れ
る
症
状
を
発
症
し
た

場
合
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
受
け
れ
ば
よ
い

か
が
理
解
で
き
る
手
順
書
を
作

成
す
る
も
の
で
、
今
後
、
認
知

症
の
人
に
必
要
な
社
会
資
源
、

利
用
状
況
を
把
握
し
、
館
林
市

高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
向

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行

い
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い
て

質
問
予
防
給
付
の
う
ち
訪
問

介
護
、
通
所
介
護
を
地
域
支
援

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い

て
要
支
援
者
の
利
用
状
況
や
、

影
響
と
対
応
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

答

介
護
保
険
の
要
支
援
１
、

２
の
方
の
訪
問
介
護
と
通
所
介

護
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
・
人

員
基
準
・
運
営
基
準
・
単
価
等

が
全
国
一
律
と
な
っ
て
い
る
予

防
給
付
か
ら
、
市
町
村
が
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
住
民
主
体
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
地
域
支
援
事
業

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
既
存

の
介
護
事
業
所
に
よ
る
既
存
の

渡
辺
　
充
徳 

議
員

介
護
保
険
と
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
問
う


